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W A G A Z E M I  D A T A

W e l c o m e  t o  O u r  S e m i n a r

感
性
や
個
性
を
磨
い
て

世
界
で
活
躍
す
る
管
理
栄
養
士
に

３
つ
の
チ
ー
ム
で

食
育
と
薬
膳
の
分
野
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
む

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
性
を
も
ち
、食
育

や
薬
膳
の
分
野
で
３
つ
の
テ
ー
マ
を
研
究

し
て
い
る
三
成
ゼ
ミ
。世
界
で
活
躍
で
き

る
管
理
栄
養
士
を
目
標
に
か
か
げ
て

日
々
、研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
パ
ワ
フ
ル
で
元
気
」「
い
つ
寝
て
い
る

か
不
思
議
な
ぐ
ら
い
」
と
ゼ
ミ
生
が
口
を

そ
ろ
え
る
の
は
、
三
成
先
生
の
超
多
忙
な

毎
日
。
日
中
韓
薬
膳
の
研
究
や
産
官
学
連

携
事
業
な
ど
、
国
内
外
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
に

行
動
す
る
三
成
先
生
の
ゼ
ミ
は
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。
専
門
性
を
極
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
学
生
の
感
性
や

個
性
を
磨
い
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
を

養
う
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

１０
人
の
学
生
は
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
外
食
産
業
に
お
け
る
食

育
の
推
進
」
チ
ー
ム
で
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
空

港
店
よ
り
依
頼
で
、
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
・

提
供
・
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
次
に
「
児

童
に
お
け
る
日
本
型
薬
膳
の
Ｉ
Ｔ
教
材
を

活
用
し
た
便
通
改
善
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
と
評
価
」
は
文
部
科
学
省
の
研
究

テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。「
働
く
人
の
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
評
価
」
は
産

業
医
科
大
学
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱
、

ト
ヨ
タ
生
協
、
西
部
ガ
ス
㈱
と
の
共
同
研

究
で
薬
膳
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。「
食

を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
が
三
成
先

生
の
目
標
で
す
。

社
会
へ
と
巣
立
つ
日
の
た
め
に
、
礼
儀

作
法
や
マ
ナ
ー
は
厳
し
く
指
導
す
る
三
成

先
生
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
中
村
学
園
大

学
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
毎
日
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

全
力
を
か
け
て
教
育
・
研
究
を
す
る
先

生
と
そ
れ
に

応
え
る
熱
心

な
ゼ
ミ
生
た

ち
が
集
ま
る
、

活
気
あ
ふ
れ

る
三
成
ゼ
ミ

で
し
た
。

プロフィール／栄養科学部教授。上海中医
薬大学客員副教授。薬膳研究室主任研究員、
農林水産省薬膳クラスター事業コーディ
ネーター、経済産業省産官学連携コーディ
ネーターなどの肩書きをもち、幅広い分野
で活躍。「２１世紀のアジアの食文化の形成
への新たな挑戦」をテーマに、中医学の理
論と科学的根拠に基づいた日本型薬膳を開
発し、児童やフード関連業界の食育推進に
活用している。昨秋の「２００６年日中薬膳・
機能性食材博覧会」（中村学園大学・上海中
医薬大学共催）では中心となって活躍した。

先生はとにかくパワフル！

7

栄養科学部 栄養科学科「三成ゼミ」
大学院生２名（女子２名）、４年生８名（女子７名、男子１名）
訪問研究員（高校の先生１名）

「世界で活躍する
管理栄養士になろう！」
（三成先生の口癖）
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就活座談会

就活を楽しむべし！？

中村学園大学は２００３（平成１５）
年４月１日付で、財団法人大
学基準協会より大学基準に適
合しているものと認められ、
正会員として認定されました。

今号の表紙

秋の日差しを受けて
黄金色に輝く正門前の銀杏

わがゼミ案内
栄養科学部

栄養科学科

「三成ゼミ」
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追
悼
の
辞

学
校
法
人
中
村
学
園
並
び
に
中
村
専
修
学
園
顧

問
で
あ
り
、
中
村
学
園
前
理
事
長
・
学
園
長
の
職

に
あ
り
ま
し
た
故
中
村
久
雄
先
生
の
学
校
法
人
中

村
学
園
並
び
に
学
校
法
人
中
村
専
修
学
園
に
よ
る

合
同
学
園
葬
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
先
生
の
ご

遺
影
の
前
に
立
ち
、
謹
ん
で
追
悼
の
こ
と
ば
を
捧

げ
ま
す
。

先
生
は
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
９
月
６
日
午

前
４
時
５５
分
、
８９
年
の
生
涯
の
幕
を
降
ろ
さ
れ
ま

し
た
。
私
共
、
両
学
園
に
連
な
る
者
一
同
、
悲
し

み
に
暮
れ
ま
し
た
が
、
今
は
先
生
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族
の
皆
々
様
へ
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

先
生
は
、
大
正
７
年
３
月
２４
日
、
福
岡
市
西
新

町
、
保
坂
国
吉
様
、
タ
ミ
様
の
五
男
と
し
て
生
ま

れ
、
福
岡
県
立
修
猷
館
中
学
校
、
旅
順
工
科
大
学

電
気
科
へ
と
進
学
さ
れ
、
昭
和
１９
年
、
日
本
発
送

電
株
式
会
社
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。
折
し
も
太
平

洋
戦
争
の
勃
発
、
戦
況
の
悪
化
、
福
岡
大
空
襲
、

終
戦
と
い
う
昭
和
の
激
動
期
で
し
た
。
宮
崎
支
社

時
代
、
持
ち
前
の
創
意
工
夫
の
精
神
か
ら
、
発
電

機
回
路
に
リ
ア
ク
タ
ー
を
挿
入
し
、
発
電
所
の
ハ

ン
チ
ン
グ
現
象
を
解
消
さ
れ
、
昭
和
２４
年
、
七
つ

山
川
上
流
の
塚
原
発
電
所
の
安
全
運
転
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
２６
年
、
電
力
事
業
再
編
成
に
よ

り
九
州
電
力
の
社
員
と
な
れ
ら
た
の
ち
も
夜
明
ダ

ム
の
発
電
所
竣
工
な
ど
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、

ま
た
管
理
職
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和
１２
年
に
は
既
に
中
村
家
に
入
籍

さ
れ
、
叔
母
で
あ
り
、
養
母
で
あ
る
中
村
ハ
ル
先

生
が
創
設
さ
れ
た
、
現
在
の
中
村
専
修
学
園
の
前

身
で
あ
る
中
村
割
烹
女
学
院
、
現
在
の
中
村
学
園

の
前
身
で
あ
る
学
校
法
人
福
岡
高
等
栄
養
学
校
の

創
設
に
伴
い
、
学
外
理
事
と
し
て
学
園
経
営
に
参

画
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
村
栄
養
短
期
大

学
の
設
立
を
機
に
、
昭
和
３１
年
、
惜
し
ま
れ
な
が

ら
九
州
電
力
を
退
職
さ
れ
、
中
村
学
園
理
事
、
中

村
栄
養
短
期
大
学
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
、
中
村

ハ
ル
先
生
を
助
け
、
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
２１

年
に
は
結
婚
さ
れ
、
す
で
に
３
人
の
お
子
様
の
母

で
あ
っ
た
シ
ズ
子
夫
人
も
福
岡
高
等
栄
養
学
校
の

第
１
回
生
と
し
て
栄
養
学
の
学
問
を
積
ま
れ
、
卒

業
し
て
か
ら
は
中
村
割
烹
女
学
院
の
教
育
に
従
事

さ
れ
た
こ
と
は
、
ご
家
族
の
深
い
絆
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

先
生
の
経
営
理
念
は
、
「
学
校
を
新
し
く
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
時
は
、
他
の
後
塵
を
拝
し
て
は
な

ら
な
い
。
困
難
が
あ
っ
て
も
先
鞭
を
つ
け
よ
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
割
烹
女
学
院
を
改
称
し
た
中

村
割
烹
学
院
へ
の
調
理
師
養
成
科
の
併
設
、
ま
た

中
村
学
園
に
給
食
や
食
堂
を
請
負
う
収
益
事
業
部

門
を
創
り
、
学
校
経
営
の
健
全
化
と
卒
業
生
の
就

職
先
の
開
拓
を
図
る
と
い
う
目
的
で
現
在
の
中
村

学
園
事
業
部
を
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
「
敗
戦
後
の

日
本
を
立
ち
直
ら
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
の
健
康

が
基
礎
で
あ
る
。
健
康
と
栄
養
を
通
じ
て
国
と
社

会
に
尽
す
」
と
い
う
中
村
ハ
ル
先
生
の
精
神
を
見

事
に
実
践
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
揺
籃
期
の
中
村

学
園
と
中
村
専
修
学
園
は
、
ハ
ル
先
生
を
教
育
の

中
心
と
し
て
、
一
方
で
久
雄
先
生
が
経
営
の
要
と

故
中
村
久
雄
先
生

合
同
学
園
葬

学
校
法
人

中
村
学
園

学
校
法
人

中
村
専
修
学
園

平
成
十
九
年
十
月
十
三
日（
土
）午
後
一
時

中
村
学
園
大
学
体
育
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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し
て
、
車
の
両
輪
の
如
く
、
教
育
と
経
営
と
の
絶

妙
の
バ
ラ
ン
ス
で
発
展
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
４６
年
９
月
、
中
村
学
園
初
代
理
事
長
で
あ

る
ハ
ル
先
生
の
ご
逝
去
の
あ
と
、
学
校
法
人
中
村

学
園
理
事
長
、
並
び
に
現
在
の
中
村
専
修
学
園
の

前
身
で
あ
る
、
学
校
法
人
中
村
料
理
学
院
の
理
事

長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
も
、
学
園
祖
の
ご
遺
訓
を

長
く
両
学
園
に
継
承
す
る
た
め
、
建
学
の
精
神
を

成
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
人
と
し
て
の

強
い
自
覚
を
持
ち
、
広
く
国
際
社
会
で
活
躍
す
る

人
材
の
育
成
の
た
め
、
「
あ
ま
ね
く
照
ら
す
、
温

か
く
包
む
、
自
ら
燃
え
る
」
と
い
う
、
将
し
く
先

生
の
歩
み
と
哲
学
を
基
本
理
念
と
し
た
中
村
学
園

三
陽
高
等
学
校
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
ご
在
職
中
、
私
学
振
興
の
た
め
、
福
岡

県
私
学
協
会
会
長
、
日
本
私
立
大
学
協
会
理
事
、

九
州
地
区
私
立
中
学
高
等
学
校
協
議
会
会
長
、
福

岡
県
私
学
審
議
会
会
長
な
ど
の
数
々
の
役
職
に
就

か
れ
、
昭
和
５６
年
に
は
教
育
の
振
興
に
寄
与
し
た

功
績
に
よ
り
、
藍
綬
褒
章
を
、
平
成
元
年
に
は
勲

三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
が
、
先
生

は
常
に
「
汝
一
人
の
力
に
非
ら
ず
」
と
、
ご
家
族

の
温
か
い
励
ま
し
と
両
学
園
で
働
く
教
職
員
に
対

し
て
感
謝
さ
れ
続
け
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の

惻
隠
の
情
に
富
み
、
明
朗
・
闊
達
な
人
柄
は
、
先

生
に
一
度
で
も
接
し
た
方
々
は
生
涯
忘
れ
な
い
で

し
ょ
う
。

日
本
の
戦
後
復
興
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
電
力
供

給
事
業
、
そ
し
て
私
学
教
育
の
振
興
、
二
つ
の
世

界
を
見
事
に
生
き
ら
れ
た
先
生
の
功
績
、
思
い
出

は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
お

別
れ
に
当
り
、
先
生
ご
夫
妻
が
手
塩
に
か
け
て
育

て
ら
れ
た
二
人
の
ご
子
息
が
学
校
法
人
中
村
学
園
、

並
び
に
学
校
法
人
中
村
専
修
学
園
の
経
営
の
ト
ッ

プ
と
し
て
両
学
園
の
益
々
の
発
展
に
尽
さ
れ
て
い

く
姿
を
ど
う
か
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
先
生
を
生
涯
に
亘
っ
て
支
え
て
来
ら
れ

た
奥
様
を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
様
の
安
寧
を
い

つ
ま
で
も
見
守
っ
て
下
さ
い
。
先
生
、
長
い
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

平
成
１９
年
１０
月
１３
日

中
村
学
園
・
中
村
専
修
学
園
合
同
学
園
葬

葬
儀
委
員
長

中
村
学
園
大
学
・

中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部

学
長

藤
本

淳

大正７年３月２４日 保坂国吉・タミの五男として福岡市西新町に生ま
れる

昭和９年３月（１６） 福岡県立中学修猷館を４年で修了
昭和１２年３月（１９） 旅順工科大学予科修了
昭和１２年４月（１９） 叔母中村ハル（のちの中村学園学園祖）の養子と

して入籍
昭和１３年３月（２０） 肺結核にかかる 以後約５年間療養生活に入る
昭和１５年２月（２１） 旅順工科大学本科電気科中退
昭和１９年２月（２５） 日本発送電株式会社（現九州電力株式会社）九

州支店入社
昭和２８年１２月（３５） 学校法人中村学園理事
昭和３２年１月（３８） 学校法人中村学園に奉職
昭和３２年４月（３９） 中村栄養短期大学事務局長
昭和３４年６月（４１） 中村学園事業部事業理事
昭和４６年９月（５３） 学校法人中村料理学院（現学校法人中村専修学

園）理事長
昭和４６年９月（５３） 学校法人中村学園理事長並びに中村学園長
昭和４６年９月（５３） 中村学園大学長並びに中村学園短期大学長
昭和５０年６月（５７） 社団法人福岡県私立学校福祉会監事
昭和５１年５月（５８） 日本私立短期大学協会理事
昭和５１年５月（５８） 社団法人全国栄養士養成施設協会常任理事
昭和５６年１１月（６３） 藍綬褒章受章
昭和５８年６月（６５） 社団法人福岡県私学教育振興会理事長
昭和５９年４月（６６） 福岡県私学協会会長
昭和５９年４月（６６） 全国私立学校審議会連合会副会長
昭和５９年５月（６６） 九州地区私立中学高等学校協議会会長
昭和５９年１０月（６６） 福岡県私立学校審議会会長
昭和６０年４月（６７） 日本私立中学高等学校連合会副会長
昭和６１年１月（６７） 中村学園三陽高等学校長
平成元年１１月（７１） 勲三等旭日中綬章受章
平成３年３月（７３） 日本私立大学協会理事
平成５年１１月（７５） 学校法人中村学園顧問
平成１９年９月６日 逝去（享年８９歳）
平成１９年１０月 正五位に叙せらる （ ）は満年齢

１ 昭和１２年４月
旅順工科大学本科・電気科入学

２ 昭和５７年７月
「ウィーン世界青少年音楽祭」に出場
中村学園女子高等学校吹奏楽部
部員らとウィーン市内をオープニング
セレモニーパレード

３ 昭和６１年５月
中村学園三陽高等学校開校記念
式典

４ 平成元年１１月
秋の叙勲において勲三等旭日中綬
章を受章

２ １

３４
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心
に
残
る
言
葉�

人
生
の
節
目
節
目
で
も
ら
っ
た

恩
師
の
言
葉
を
か
み
し
め
て

「
君
た
ち
も
世
界
レ
ベ
ル
の

研
究
者
を
目
指
し
て

頑
張
り
な
さ
い
」

１
９
６
５
年
４
月（
大
学
院
入
学
時
）

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
福
岡
大
学
経
済

学
部
に
経
済
学
研
究
科
（
大
学
院
）

が
創
設
さ
れ
、
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
私

た
ち
に
指
導
教
授
の
河
原
由
郎
先
生
が
言
わ

れ
た
言
葉
で
す
。
私
は
２８
歳
。
高
校
教
師
と

し
て
働
い
て
お
り
、「
歴
史
」
を
も
う
少
し

勉
強
し
よ
う
と
大
学
院
に
入
っ
た
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
、
こ
り
ゃ
ま
ず
い
、
ど
う
し
よ

う
（
笑
）
と
。

こ
の
言
葉
に
は
「
中
国
史
研
究
は
日
本
が

世
界
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
国
際
学
会
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
」
と
い
う
前
振
り
が
あ
っ

て
、
つ
ま
り
中
国
史
を
や
る
君
ら
は
有
利
だ

と
。
元
々
、
日
本
の
研
究
は
世
界
に
先
ん
じ

て
い
る
し
、
研
究
者
も
少
な
い
。
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
に
な
れ
る
か
ら
頑
張
れ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
河
原
先
生
は
経
済
学
部
長
で
、
大
学

院
開
設
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た
の
で
、
一
期

生
の
私
た
ち
を
鼓
舞
し
よ
う
と
考
え
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

実
際
、
中
国
史
研
究
は
今
も
日
本
が
進
ん

で
い
て
、
欧
米
で
は
中
国
語
の
一
次
史
料
だ

け
で
な
く
、
日
本
語
の
論
文
を
読
む
必
要
が

あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ス
ト

ン
な
ど
の
大
学
院
入
試
で
は
、
中
国
語
と
と

も
に
日
本
語
が
必
須
科
目
で
す
。

河
原
先
生
は
、
そ
の
年
の
１２
月
に
は
副
学

長
に
、
２
年
後
に
は
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て
、
学
長
室
で
の

ゼ
ミ
と
な
っ
た
り
、
年
末
、
ご
自
宅
で
集
中

ゼ
ミ
を
開
か
れ
た
り
、
非
常
に
熱
心
な
指
導

を
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か

中
国
水
利
史
研
究
の
権
威
と
し
て
世
界
の
学
会
を
牽
引
し
つ
つ
、

中
村
学
園
大
学
の
流
通
科
学
部
長
や
学
長
補
佐
と
し
て

大
学
運
営
に
尽
力
す
る
西
岡
弘
晃
先
生
。

思
え
ば
、
人
生
の
転
機
に
は
、
い
つ
も
恩
師
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
い
う
。

在
り
し
日
に
も
ら
っ
た
恩
師
の
貴
重
な
言
葉
を
、
今
な
お
心
に
温
め
、

肝
に
銘
じ
て
い
る
先
生
の
豊
か
な
大
学
人
生
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

『中国近世の都市と水利』（西岡弘晃著、中国書店、

２００４）は先生の学位取得論文を中心に今までの研究成果

をまとめたもの。日豪共同研究の成果の一つ

が『中国水利史研究 日本語文献目録』（西

岡弘晃、マーク・エルヴィン他著、英文、ユ

ネスコ発行、１９９４）。

目録には「時代」

「地域」「テーマ」

が一目でわかる工

夫がなされ、欧米

の研究者に重宝さ

れている。

流通科学部

西岡 弘晃教授
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り
の
情
熱
に
引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
に
（
笑
）、

い
つ
し
か
私
も
研
究
者
の
道
を
踏
み
出
し
て

い
ま
し
た
。

博
士
課
程
へ
進
学
す
る
と
、
中
国
史
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
広
島
大
学
教
養
部
長
の

今
堀
誠
二
先
生
が
講
師
と
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
有
名
な
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
大
学

改
革
に
も
力
を
発
揮
さ
れ
た
方
で
、
忙
し
い

の
も
河
原
先
生
と
同
じ
。
昼
の
講
義
だ
け
で

は
な
く
、
宿
泊
先
の
旅
館
で
夜
も
特
別
ゼ
ミ

が
開
か
れ
ま
し
た
。夜
が
更
け
て
も
、研
究
・

大
学
運
営
な
ど
の
話
は
尽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
教
員
の
資
質
と
し
て
最
も
大

切
な
こ
と
は
、人
間
が
好
き
な

こ
と
、学
生
に
対
し
て
誠
実
で
限

り
な
い
愛
情
が
そ
そ
げ
る
こ
と
」

１
９
７
０
年
４
月

（
中
村
学
園
大
学
講
師
就
任
時
）

中
村
学
園
大
学
の
専
任
講
師
に
お
世
話

い
た
だ
い
た
と
き
、
先
生
か
ら
の
餞

別
の
言
葉
で
す
。
高
校
教
員
時
代
か
ら
生
徒

へ
の
愛
情
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
そ

の
上
で
、
研
究
が
で
き
る
こ
と
、
教
育
が
で

き
る
こ
と
、
大
学
運
営
が
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
研
究
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
大
学
教
員

を
辞
め
な
さ
い
」
は
肝
に
銘
じ
て
、
努
力
す

る
こ
と
を
自
分
に
誓
い
ま
し
た
。

大
学
で
講
義
を
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た
し
、

卓
球
部
、
写
真
部
、
歴
史
部
と
サ
ー
ク
ル
の

顧
問
も
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
コ
ン

パ
は
も
ち
ろ
ん
、
皆
勤
（
笑
）。
ゼ
ミ
生
を

自
宅
に
招
い
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
か
新
年
会

を
開
く
の
が
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
あ
る
年
、

実
に
３４
人
の
学
生
が
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
か
ら
さ
す
が

に
入
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
今
年
は
止
め
よ

う
か
と
学
生
た
ち
に
話
す
と
、
来
た
い
と
い

う
。
じ
ゃ
あ
、
と
い
う
こ
と
で
集
ま
っ
た
の

で
す
が
、
誰
も
足
を
伸
ば
せ
な
い
（
笑
）。

ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
で
。
こ
の
時
苦
し
か
っ
た
こ

と
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
ね

（
笑
）。

心
に
誓
っ
た
と
お
り
、
研
究
は
全
力
投
球

で
し
た
。
大
学
運
営
で
忙
し
く
な
っ
て
も
、

学
会
発
表
は
毎
年
続
け
た
し
、
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
レ
フ
ェ
リ
ー
の
い
る
学
会
誌
の
常
連
と

な
り
ま
し
た
。

「
引
き
受
け
な
さ
い
。

た
だ
し
、そ
れ
を
口
実
に
し
て

研
究
を
中
断
し
て
は
い
け
な
い
」

１
９
７
７
年
１２
月

（
学
生
部
長
就
任
の
打
診
時
）

４１
歳
・
助
教
授
の
と
き
に
、
学
生
部
長

就
任
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
私
に

は
荷
が
重
す
ぎ
る
と
思
い
、
河
原
先
生
に
相

談
に
行
っ
た
と
き
に
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。

正
確
に
は
「
大
学
に
職
を
得
て
い
る
以
上
、

ど
ん
な
役
職
が
回
っ
て
来
て
も
、
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
て
の
こ
と

だ
か
ら
名
誉
と
思
っ
て
引
き
受
け
な
さ
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
を
口
実
に
し
て
研
究
を
中
断

し
て
は
い
け
な
い
。
自
分
は
学
長
職
に
あ
っ

て
も
な
お
研
究
を
続
け
て
い
る
よ
」。
翌
年
、

先
生
は
逝
去
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
言
葉
が
私

に
と
っ
て
遺
言
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
に
う
ま
く
断
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
、

逆
に
逃
げ
場
が
無
く
な
っ
て
（
笑
）。
腹
を

据
え
て
、
学
生
部
長
職
を
受
け
ま
し
た
。
こ

う
な
る
と
、
河
原
先
生
の
や
り
方
を
５
年
も

間
近
で
見
て
い
た
の
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。

先
生
は
事
務
方
が
来
る
と
、
ゼ
ミ
を
中
断
し

て
話
を
聞
き
、
す
ぐ
に
指
示
を
出
す
。
学
生

か
ら
「
就
職
の
推
薦
文
を
書
い
て
」
と
頼
ま

れ
る
と
、
そ
の
場
で
書
き
上
げ
て
渡
す
。
絶

対
、
先
に
延
ば
さ
な
い
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
に

戻
る
の
で
す
。

４０
年
に
わ
た
る
研
究
生
活
で
、
２
０
０
１

年
度
に
は
学
位
請
求
論
文
を
提
出
し
て
博
士

（
経
済
学
）
の
学
位
を
得
ま
し
た
し
、
国
際

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
中
国
水
利

史
研
究
会
の
会
長
を
１０
年
勤
め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
海
外
の
研
究
者
に
も
知
己
を
得
、

特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
マ
ー

ク
・
エ
ル
ヴ
ィ
ン
教
授
と
は
共
同
研
究
も
行

い
ま
し
た
。

さ
す
が
に
勤
務
時
間
中
に
自
分
の
研
究
を

す
る
時
間
は
な
い
の
で
、
今
も
毎
晩
、
自
宅

で
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
河
原
先
生
の
指

導
に
ど
こ
ま
で
報
い
る
こ
と
が
で
き
た
か
は

い
さ
さ
か
心
許
な
い
の
で
す
が
、
な
ん
と
か

教
え
を
守
っ
て
今
日
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
院
生
時
代
に
、
河
原

先
生
、
今
堀
先
生
と
い
う
２
人
の
先
生
に
親

し
く
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

一般教養科新任先生の歓迎会（７１年４月）ゼミ生と（８５年頃）。「ネクタイの西岡」と言われるほど
おしゃれな西岡先生。歴代ゼミ生からプレゼントされた
キャラクターネクタイも多く、今も大切にしている
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 就活座談会�

就
活
開
始
時
期
は
早
ま
る
傾
向

ス
タ
ー
ト
が
早
け
れ
ば

勝
利
に
繋
が
る
っ
て
ホ
ン
ト
…
�

就
職
課
の
取
り
組
み
と

就
活
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー

活
動
の
な
か
で
自
分
が
変
わ
っ
た
�

就職戦線は今日も熱い！
就職課には、今日も学生たちが就職活動の資料集め、情報収集にやってきます。

各種マスコミでは「売り手市場」という言葉が飛び交っていますが、
内定がなかなかもらえない学生も多く、まだまだ厳しい雇用環境。
こういった厳しい就職活動をいかに楽しんで乗り切るか、

希望企業に内定が決まった学生２名と就職担当者にインタビューしました。

司
会

今
日
は
内
定
が
決
ま
っ
た
大
学
生
の
井
上

裕
美
さ
ん
、短
大
生
の
千
々
和
真
美
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。井
上
さ
ん
は
全
国
大
手
の
リ

ク
ル
ー
ト
に
、千
々
和
さ
ん
は
地
場
大
手
の
福
岡

銀
行
に
そ
れ
ぞ
れ
内
定
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。お

２
人
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
就
活
を
始
め
ま
し
た
か
？

井
上

私
は
３
年
生
に
な
る
こ
ろ
か
ら
で
す
。
最

初
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
実
地
を
体
験
し
た
上

で
、
９
月
か
ら
本
格
的
に
就
職
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
ピ
ー
ク
は
３
月
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
他
社
の
最
終
面
接
が
重
な
っ
て
、
体

力
的
に
限
界
ま
で
来
ま
し
た
。
内
定
が
決
ま
っ
た

の
は
４
月
で
す
。

千
々
和

私
は
就
職
説
明
会
で
、
短
大
生
は
春
休

み
か
ら
始
め
る
と
い
い
と
言
わ
れ
た
の
で
２
月
１

日
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

司
会

２
人
と
も
早
い
で
す
ね
！

受
け
た
い
業

種
や
企
業
は
当
初
か
ら
決
め
て
い
た
の
で
す
か
？

井
上

当
初
ま
っ
た
く
決
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
の
業
界
が
い
い
と
か
、
ど
の
会
社
が
好
き
だ
と

か
、
情
報
そ
の
も
の
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
と
り
あ
え
ず
、
求
人
情
報
を
見
て
い
い
な
と

思
っ
た
企
業
は
片
っ
端
か
ら
受
け
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
リ
ク
ナ
ビ
と
か
マ
イ
ナ
ビ
な
ど
の
就

職
サ
イ
ト
８
社
ぐ
ら
い
に
登
録
し
て
。
そ
こ
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル
を
毎
晩
チ
ェ
ッ
ク
し
て
。

エ
ン
ト
リ
ー
は
合
計
３
０
０
社
く
ら
い
行
い
ま
し

た
。
面
接
を
受
け
た
り
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
出

し
た
り
す
る
な
か
で
、
自
分
が
い
い
な
と
肌
で
感

じ
た
企
業
に
絞
っ
て
い
き
ま
し
た
。
基
準
は
、
業

界
で
は
な
く
て
、
会
社
自
身
に
魅
力
を
感
じ
る
か

ど
う
か
で
し
た
。

司
会
「
リ
ク
ル
ー
ト
」を
受
け
た
の
は
ど
の
辺
に

魅
力
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

井
上

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
行
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
。
リ
ク
ナ
ビ
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
告
知

が
あ
っ
て
、
東
京
ま
で
の
往
復
交
通
費
全
額
支
給

と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
就
活
で
東
京
に
絶

対
行
き
た
い
！
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
ア

ル
バ
イ
ト
で
就
活
の
た
め
に
３０
万
貯
金
を
し
て
い

た
ん
で
す
が
、
い
ざ
使
う
と
な
る
と
東
京
往
復
の

旅
費
は
高
い
。
そ
れ
が
タ
ダ
で
行
か
せ
て
く
れ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
も
う
そ
れ
が
魅
力
で
（
笑
）。

一
同
（
爆
笑
）

井
上

決
め
手
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
時
の
面

接
官
が
す
ご
い
方
で
、
面
接
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
ん
で
す
。
自
分
も
こ
う
い
う
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い

学
生
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
個
別
の
メ
ン
タ
ー
さ
ん
が
付
く
ん
で
す
。

最
終
面
接
の
人
事
担
当
者
に
「
ど
う
し
た
ら
あ
な

た
が
幸
せ
に
な
れ
る
か
を
一
緒
に
考
え
た
い
」
と

言
わ
れ
た
時
は
、
ぞ
わ
っ
と
す
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ

た
。
人
材
を
大
切
に
能
力
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
会

社
だ
と
思
い
ま
し
た
。

千
々
和

私
も
最
初
は
業
種
を
決
め
ず
に
、
少
し

で
も
興
味
を
持
て
た
企
業
の
説
明
会
に
参
加
し
ま

し
た
。「
福
岡
銀
行
」
は
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
「
い

い
よ
」
と
言
わ
れ
、
周
り
か
ら
も
「
い
い
ね
」
と

言
わ
れ
、
受
け
て
み
た
時
の
私
の
印
象
も
良
か
っ

た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
と
、
１
年
の
９
月
に
福
岡
銀

行
の
Ｏ
Ｇ
訪
問
を
し
て
、
入
行
し
た
先
輩
に
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
先
輩
が

す
ご
く
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
、
そ
れ

が
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

司
会

で
は
、こ
こ
で
中
村
学
園
大
学
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。就
職
課
か
ら
は
、

学
生
た
ち
の
頼
れ
る
兄
貴
・
姉
貴
分
の
西
尾
さ
ん

と
川
田
さ
ん
、そ
し
て
就
職
委
員
長
を
務
め
ら
れ

る
流
通
科
学
部
の
片
山
先
生
に
も
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。で
は
、片
山
先
生
か
ら
お
願
い
い
た

（就職活動）

を楽しむべし！？
65●出席／左から千々和真美さん（短大２年）、井上裕美さん（大学４年）、川田育実課員、西尾正課員（就職課）、片山富弘准教授（就職委員長）
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考
え
方
次
第
で

就
活
を
楽
し
め
る
方
法
と

片
山
先
生
の
就
活
の
極
意
と
は
…
？

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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井
上
裕
美
さ
ん（
大
学
流
通
科
学
部
４
年
）

「
周
り
の
人
を
元
気
に
し
ま
す
」
の
自
己
Ｐ

Ｒ
で
自
分
を
も
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。
頑
張

り
す
ぎ
る
姿
に
お
母
さ
ん
か
ら
の
「
無
理
せ

ん
で
も
ど
う
に
か
な
る
よ
」
の
一
言
が
涙
が

出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

し
ま
す
。

片
山

本
学
は
就
職
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
て
、

就
職
率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。「
就
職
の
中
村
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
あ
る
ほ
ど
で
、
私
な
ん

か
は
、
就
職
が
い
い
か
ら
入
試
も
人
気
な
の
だ
と

思
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。
学
生
一
人
ひ
と
り
に
、

手
取
り
足
取
り
（
笑
）
き
め
細
か
い
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

西
尾

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
う
ち
の
特

徴
は
個
別
の
対
応
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。
大
学
の
規
模
も
大
き
く
は
な
い
の
で
、

一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
ね
。
そ
の
ほ
か
、
保
護
者
対
象
の
説
明
会
実

施
や
、
就
職
情
報
の
伝
達
を
と
に
か
く
早
く
す
る

目
的
で
、
私
た
ち
の
方
で
い
い
情
報
が
あ
れ
ば
学

生
に
す
ぐ
に
メ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
一

分
一
秒
で
も
早
く
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
田

ま
た
、
学
生
向
け
の
就
職
説
明
会
も
週
１

回
開
い
て
い
ま
す
。
就
活
で
必
要
に
な
る
自
己
Ｐ

Ｒ
の
た
め
の
自
己
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

個
別
面
談
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
履
歴
書

の
書
き
方
な
ど
を
具
体
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

井
上

私
の
場
合
、
身
内
で
一
般
企
業
に
就
職
し

た
人
が
い
な
く
て
、
親
と
は
世
代
が
違
う
し
、
就

職
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
最
初
の
就
職
説
明
会
で
、
夏
休
み
中
に
一
般

常
識
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
本
を
一
冊
ず
つ
必
ず
解
き
な
さ

い
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
信
じ
て
よ

か
っ
た
。

千
々
和

就
職
課
し
か
頼
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た

ん
で
す
。
毎
週
の
就
職
説
明
会
が
な
か
っ
た
ら
、

２
月
に
就
活
を
始
め
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ほ
ん
と
に
い
い
意
味
で
、
焦
ら
せ
て
く
れ
た
。
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
１
回
、
１
回
西
尾
さ
ん
に
見

せ
て
（
笑
）。
最
初
は
鉛
筆
で
書
い
て
、
そ
れ
を

見
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
ら
何
ま
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

西
尾

い
え
い
え
（
笑
）。

川
田

就
職
し
て
か
ら
、
乗
り
越
え
な
い
と
い
け

な
い
壁
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
就
活
の
な
か

で
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
力
は
身
に
つ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
就
活
は
、
社
会
人
と
し
て
の
準
備

が
で
き
る
絶
好
の
機
会
な
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
、

業
種
を
絞
ら
ず
、
い
ろ
ん
な
企
業
の
人
に
会
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

就
活
で
自
分
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

井
上

今
ま
で
は
、
井
上
裕
美
と
い
う
個
人
で
私

を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
が
、
今
は
リ
ク

ル
ー
ト
内
定
の
井
上
裕
美
に
な
っ
て
い
ま
す
。
嬉

し
い
一
方
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
。

で
も
、
立
場
的
な
も
の
を
背
負
う
意
味
を
知
り
、

会
う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
た
ち
と
会
え
る
の
で
勉

強
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

千
々
和

私
は
計
画
す
る
こ
と
が
苦
手
で
、
遊
ぶ

時
も
何
の
計
画
も
立
て
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
就

活
を
始
め
て
手
帳
が
ぎ
っ
し
り
と
予
定
で
埋
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
こ
う
し
よ
う
と
か
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
時
間
を
変
え
た
り
、
学
校
の
授
業
の
合
間

に
調
整
し
た
り
、
就
活
を
通
し
て
予
定
を
立
て
る
、

計
画
す
る
力
が
前
よ
り
ず
っ
と
つ
い
た
と
思
い
ま

す
。

片
山

就
活
で
学
生
に
求
め
る
こ
と
は
２
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
自
己
Ｐ
Ｒ
が
明
確
に
言
え
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
は
何

か
を
明
確
に
話
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
う
い
う
体

験
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
必
ず
聞
か
れ
る
こ
と

で
す
か
ら
、
い
つ
で
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。
私
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
教

え
て
る
ん
で
す
が
、
就
活
に
お
い
て
は
皆
さ
ん
が

プ
ロ
ダ
ク
ト
（
製
品
）
な
の
で
す
。
自
己
分
析
を

し
て
自
分
を
知
り
、
自
分
の
商
品
価
値
を
高
め
る

た
め
に
は
、
ゼ
ミ
活
動
だ
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
っ
た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
り
、
こ
れ
を

通
じ
て
学
ん
だ
事
を
言
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
の

は
大
切
な
こ
と
で
す
。

井
上

私
は
片
山
先
生
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

ゼ
ミ
の
勉
強
自
体
が
就
活
に
す
ご
く
役
に
立
ち
ま

し
た
。
先
生
は
レ
ポ
ー
ト
を
す
ご
く
た
く
さ
ん
出

さ
れ
る
ん
で
す
。
毎
回
悩
ん
で
大
変
だ
っ
た
の
で

す
が
、
ゼ
ミ
で
一
生
懸
命
考
え
て
や
っ
て
い
た
か

ら
こ
そ
、
面
接
で
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
聞
か
れ
た

時
に
、
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

片
山

ち
な
み
に
、
今
は
３
年
生
が
レ
ポ
ー
ト
で

悩
ん
で
い
ま
す
（
笑
）。

千
々
和

私
は
ゼ
ミ
で
自
己
分
析
を
し
た
り
、
マ

ナ
ー
の
勉
強
を
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
就
活
に
繋
が

る
内
容
だ
っ
た
の
が
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

片
山

僕
は
仕
事
を
し
す
ぎ
て
、
も
う
少
し
楽
な

仕
事
が
な
い
か
と
思
っ
て
大
学
に
来
た
ら
全
然

違
っ
た
（
笑
）。
何
が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、

楽
な
仕
事
は
な
い
ん
で
す
。
仕
事
を
辛
い
と
感
じ

る
か
楽
し
く
感
じ
る
か
は
、
自
分
の
気
持
ち
一
つ

じ
ゃ
な
い
か
。
自
分
で
自
分
の
職
場
を
楽
し
く
し

て
も
ら
い
た
い
。
２
人
に
は
、
自
立
心
、
自
分
の

自
己
変
革
を
し
て
ほ
し
い
。
お
客
さ
ん
は
何
を
求

め
て
い
る
か
、
そ
の
お
客
さ
ん
の
先
を
見
て
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

司
会

先
生
か
ら
の
熱
い
エ
ー
ル
を
受
け
て
、お

２
人
の
今
後
の
抱
負
は
？

千
々
和

私
は
福
銀
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
行
員
に
な

り
ま
す
。
私
に
会
い
に
、
お
客
さ
ん
が
や
っ
て
き

て
く
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

井
上

女
性
と
し
て
将
来
は
結
婚
も
し
た
い
し
、

子
ど
も
も
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

結
婚
す
る
ま
で
に
、
自
分
だ
け
で
も
や
っ
て
い
け

る
ス
キ
ル
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
た
い
で
す
。

片
山

就
活
を
通
じ
て
、
２
人
の
成
長
が
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
っ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
就

職
後
は
中
村
ブ
ラ
ン
ド
を
背
負
っ
て
、
さ
ら
な
る

人
生
を
謳
歌
し
て
ほ
し
い
。
今
日
は
楽
し
い
機
会

を
作
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
同

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

千
々
和
真
美
さ
ん（
短
期
大
学
部
家
政
経
済
科
２
年
）

「
明
る
く
て
元
気
が
と
り
え
」
と
面
接
で
自

己
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
お
客

様
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
印
象
の
良
か
っ
た
ス

タ
ッ
フ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！
今
度
は
銀
行
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

65

08



就職課�
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子どもと一緒に泣き、笑い
子どもと一緒に感動を味わえる

教師であり続けたい。

小学校教諭になって２３年目という福田裕さん。学生時代は軟式

野球部創設に力を尽くし、卒業後は教育一筋。現在は教務主任

として学校管理の仕事に追われています。「子どもと一緒に感動

できるときにやりがいを感じる」と話す“熱血”福田先生にお話

を伺いました。

３
年
前
か
ら
教
務
主
任
と
し
て
、
学
校
全
体

の
管
理
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
学
校
長
や
教
頭
先
生
の
補
佐
か
ら
、
学

校
全
体
の
行
事
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
各
学

年
が
計
画
通
り
に
教
科
学
習
が
進
ん
で
い
る
か

の
確
認
な
ど
で
す
ね
。
朝
、
正
門
付
近
の
掃
除

を
し
な
が
ら
全
校
児
童
３
６
０
人
の
一
人
ひ
と

り
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
思
っ
た
と

き
に
は
、
す
ぐ
に
担
任
に
連
絡
し
て
様
子
を
見

て
も
ら
い
ま
す
。
保
護
者
か
ら
相
談
を
受
け
た

と
き
に
は
、
担
任
と
の
パ
イ
プ
役
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

実
は
、
私
は
大
学
４
年
の
と
き
の
教
員
採
用

試
験
の
模
試
で
、
学
校
で
ビ
リ
か
ら
２
番
目

だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
学
内
に
軟
式
野
球
部
を
立

ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
当
時
は
野
球
に

明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
指
導
教
授
に
「
将
来

は
ど
う
す
る
ん
だ
」と
聞
か
れ
た
の
で
す
が「
と

に
か
く
今
は
野
球
に
打
ち
込
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

将
来
の
夢
は
教
師
な
の
で
、
何
年
か
か
っ
て
で

も
必
ず
教
師
に
な
り
ま
す
」
と
言
っ
て
た
ん
で

す
よ
。
結
果
的
に
は
、
野
球
に
打
ち
こ
ん
だ
こ

と
が
採
用
試
験
の
勉
強
の
集
中
（
１
か
月
間
）

に
生
か
さ
れ
、
無
事
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
が
…
。

学
生
の
皆
さ
ん
。
年
々
、
教
員
試
験
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
の
は
わ
か
る
の
で
す
が
、
試
験

勉
強
や
教
科
指
導
の
ハ
ウ
ツ
ー
だ
け
に
傾
倒
す

る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
、
自
分
の
好
き
な
趣
味
で

も
い
い
ん
で
す
。
大
学
時
代
の
�
今
�
し
か
で

き
な
い
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
が
、
自
己
の
人

間
性
を
磨
き
、
教
師
と
し
て
も
、
と
て
も
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。
野
球
に
打
ち
込
ん

だ
私
は
、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
教
職
を
続
け

ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

担
任
を
し
て
い
た
、
な
か
な
か
自
分
を
出
せ

な
い
、
あ
る
女
の
子
が
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄

せ
書
き
に
「
先
生
の
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
で

す
。」
と
書
い
て
く
れ
て
い
た
一
言
。
ど
ん
な

美
辞
麗
句
に
も
勝
る
う
れ
し
い
言
葉
で
し
た
。

本
当
に
教
師
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
瞬

間
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
と
一
緒
に

泣
き
、
笑
い
、
子
ど
も
と
一
緒
に
感
動
を
味
わ

え
る
教
師
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
福
田
先
生
は
、
中
村
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
教

職
員
と
現
役
学
生
を
メ
ン
バ
ー
と
す
るさん

教
育
研
究
会
「
中
村
学
園
児
童
教
育
燦

り
ん
か
い

倫
会
」
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
教

職
を
目
指
す
学
生
の
み
な
さ
ん
の
積
極

的
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

社
会
人
へ
の
登
竜
門

酷
暑
・
猛
暑
の
中
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
姿
の
若
者
を
街
で
見
か
け
る
た
び
に
、

就
職
活
動
中
の
学
生
か
な
？
�
暑
い
な
か

大
変
だ
け
ど
が
ん
ば
れ
�
と
心
で
応
援
。

就
職
活
動
は
答
え
の
な
い
活
動
で
、
学
力

だ
け
で
は
な
く
人
間
性
を
含
め
た
総
合
力

が
問
わ
れ
ま
す
。
簡
単
に
内
定
は
得
ら
れ

ず
、
不
安
に
な
る
こ
と
の
連
続
で
す
。
社

会
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
誰
し
も
が
味

わ
う
登
竜
門
で
し
ょ
う
。
諦
め
ず
に
何
度

も
何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
に
は
魅
力

を
感
じ
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た

内
定
ほ
ど
喜
び
は

大
き
い
筈
で
す
。

�

�

�

�

�

�

�

あ
き
ら
め
な
い
で

活
動
す
れ
ば
就
職

で
き
ま
す
。
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福福岡岡市市立立赤赤坂坂小小学学校校教教諭諭
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オーストラリア・メルボルン大学での
海外研修を終えて

冬
の
演
奏
会
に
向
け

頭
の
中
は
、
ク
リ
ハ
一
色
で
す
。

７
月
に
は
初
め
て
学
内
で
夏
の
演
奏
会
を
行
い
、好
評
で
し
た
。現
在
は
、

１２
月
に
行
わ
れ
る
第
３４
回
冬
の
演
奏
会
に
向
け
、着
実
に
練
習
を
進
め
て

い
ま
す
。演
奏
会
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、そ
の
分
深
い
人
間
関
係

が
築
け
る
と
言
い
ま
す
。

体
育
館
近
く
を
歩
い
て
い
る
と
、２
階
の
視

聴
覚
室
か
ら
唄
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。ク
リ

ス
タ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
部
の
練
習
は
、毎
週
火
・
木
・

金
曜
の
午
後
４
時
半
か
ら
７
時
ま
で
。１２
月
２２

日
に
は
、早
良
市
民
セ
ン
タ
ー
で
４
ス
テ
ー
ジ

構
成
の
第
３４
回
目
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
す

（
午
後
６
時
半
か
ら
、５
０
０
円
）。ま
た
、サ
ー

ク
ル
の
先
輩
が
勤
め
る
デ
イ
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
懐
か
し
の
歌
謡
曲
な
ど
の
演
奏
会
を
年

に
２
回
行
っ
て
お
り
、地
域
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。夏
の
合
宿
や
他
大
学
と
の
交
流
も

盛
ん
。

「
３
年
に
な
る
と
頭
の
中
は
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
一
色
に
な
り
ま
す
。演
奏
会
前
な
ど
は
、

大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、学
年

問
わ
ず
深
い
つ
な
が
り
が
で
き
、信
頼
で
き
る

仲
間
が
で
き
ま
す
。み
ん
な
仲
良
し
で
す
」と

江
口
愛
梨
部
長
。こ
れ
か
ら
冬
の
演
奏
会
に
か

け
ま
す
ま
す
気
合
い
の
入
る
ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
部
。ぜ
ひ
歌
声
を
聞
き
に
出
か
け
て
み
て
は
。

メルボルン大学での海外研修（８月２０日～９月６日）には、栄
養科学部と人間発達学部の学生２０名が参加した。本研修において
学生たちは、英語力の向上だけでなく、多くの貴重な経験をした。
オーストラリアの人々は、困っている人を見ると、自分から声
をかけ手を差し伸べてくれる。トラム（路面電車）の券売機には
コインが必要なことを、知らずに乗ってしまった学生に、代わっ
て払ってくれた人。道を尋ねた学生に、同じ方向だからと建物の
前まで一緒に歩いてくれた人。街角で地図を広げていると、どこ
に行きたいのかと声をかけてくれた人、等々。うれしい出会いだった。
各家庭に学生１名がホームステイした。英語を使わなければ生
活できない環境の中で、この国の生活や文化を肌で感じ、人々の
おおらかさ、温かさに直接触れることができた。最初は英語によ
るコミュニケーションに戸惑っていたが、帰国が近づく頃には、
ホストファミリーへの電話連絡も、ごく自然にできるようになっ
ていた。英語を使うことに自信が生まれた。もっと力をつけて、
また来たいという気持ちにもなったようである。生きた言葉の学
習は、人と人との触れ合いの中でこそ可能になる、ということを
身を以て感じた１８日間であった。

引率者 人間発達学部 講師 木原美樹子

クリスタル
ハーモ

ニー部（女
声合唱）

●部員数
／女子２３

名

●部長／
江口愛梨

（大学人
間発達学

部３年）

元気いっぱいの部員たち

真剣な眼差しで音合わせ

何
度
も
繰
り
返
し
て
練
習

ピ
ア
ノ
で
キ
ー
を
確
認

65

10



　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�

平成１９年９月１日�、本学東１号館４０４講義室
におきまして、管理栄養士国家試験受験準備講習
会がおこなわれました。この講習会は、短期大学
部食物栄養科の卒業生を対象に開講しているもの
で、リレー形式にておこなわれています。
開講式に引き続きおこなわれた小田教授の講習
「食べ物と健康（食品衛生学）」では、過去問題
の出題ポイントをおさえ、かつ、現在の時事や社
会情勢から次回国家試験の出題を予想するなど、
受講生にとっては聞き逃せない情報が盛りだくさ
んの講習となりました。

また、２・３時限目の「公衆栄養学」
では、本学短期大学部長の城田教授が
講習を担当。試験勉強に対する心構え、
「絶対に合格するんだ」という心意気
で勉強に取り組むことの大切さを、受
講生たちに伝えました。また、城田教
授ご自身が管理栄養士試験に合格した
際の体験談、当時学長であった学園
祖・中村ハル先生がその合格を心から
喜んでくださったお話などに、受講生
たちもあらためて、国家試験突破へむ
けての心構えを整えたようでした。
本学短期大学部の卒業生たちがすこ
しでも管理栄養士になる夢を実現でき
るのならば、と９年前に始まったこの
リカレント教育。管理栄養士国家試験
合格への道のりは決して安易なもので
はありませんが、すこしでも多くの合
格者が出るよう、その夢を後押しでき
るよう、今後も講習会はつづきます。

流通科学部で平成１５年度よりスター
トした「ホスピタリティ論（流通科学
総合講義�）」。５年目を迎えた今年度
も、９月から１月の間、計１５回の講義
をおこなっています。
流通科学部３年・４年次生対象の本
科目は、毎回、産・官・学の卓越した
リーダーの方々をお迎えし、オムニバ
ス方式にて実施しています。
ホスピタリティとは、「厚遇・心か
らのおもてなし」を意味します。近年
の工業化・情報化社会に伴い、人間が
本来もっている“やすらぎ”“いやし”

などの無形の価値が
評価されにくい時代
となってきました。
高度工業化社会を成
し遂げ、高度大衆消
費社会を享受してい
る日本人にとって、
今こそ「温かく親切
にもてなす心、歓待
の精神」というホス
ピタリティ・マイン
ドは大事な心がけで
はないでしょうか。
流通科学部の学生
たちが専門的な知
識・技能にプラスし
て、「ホ ス ピ タ リ
ティ・マインド」を
兼ね備えた人間とし
て社会に巣立つこと
を願っています。

管理栄養士国家試験受験準備講習会（食物栄養学科）

何でも聞こうビジネス用語２
キャリア開発学科 准教授 日野 修造

●排出権取引

ａ．キャップ・アンド・トレード

ｂ．ベースライン・クレジット

今回は地球環境問題とビジネ

スに関する話をします。

１９９７年に京都で「第三回温暖

化防止条約締約国会合」が開か

れ、議決されたのが「京都議定

書」です。このとき、温室効果

ガスの具体的な削減方策として

示されたのが「排出権取引制度」

です。これは、排出枠に余裕の

ある国が削減目標を達成できな

い国へ、余裕分を排出権として

売却できるしくみです。

これを一国内や一定地域内で

実施する方法もあります。

これには二つの方法がありま

す。

一つが「キャップ・アンド・

トレード」方式です。この方式

は政府などが温室効果ガスの総

排出量を定め、それを個々の事

業所に排出枠として配分します。

達成できた事業所は、その余り

を達成できなかった他の事業所

に売却することができます。

もう一つが「ベースライン・

クレジット」方式です。この方

式は温室効果ガス削減のプロ

ジェクト等を実施して排出した

量と、実施しなかった場合に推

定される排出量との差額を排出

権（クレジット）として認め、

その権利を売買するものです。

いずれも排出量を減らせば減

らすほど、利潤が出るしくみで

す。このメカニズムがどれだけ

の効果を発揮するのか、現時点

では未知数ですが、まず取り組

むことから始めなければなりま

せん。これを機会に、地球環境

問題について考えてみよう！

ホスピタリティ論（流通科学総合講義�）

氏名（敬称略）
西岡 弘晃

梅野 重俊

宮浦 恭子

久保 雅人

原 一史

吉原 克枝

江川 晴幸

渡辺 正光

古賀 雅美

桑野 和泉
原田 光博

加茂 民雄

永岡純二郎

山本 哲士

西岡 弘晃

現 職 等
流通科学部 教授
株式会社梅の花
代表取締役社長
財団法人江頭外食産業及びホテル産業振興財団
事務局長
ハウステンボス株式会社 執行役員 ホテル＆リ
ゾート本部長（元 ホテルオークラ福岡 総支配人）
ハウステンボス株式会社
管理本部 副本部長
株式会社岩田屋 元 人事教育担当
Internal Marketing, LLC 代表
株式会社日本航空インターナショナル 福岡空港支店 支店長
兼 株式会社 JALスカイ九州 代表取締役社長

福岡市経済振興局長

福岡日産自動車株式会社 営業本部地域密着法人部
兼 営業支援部 担当部長
株式会社玉の湯 代表取締役
株式会社千鳥饅頭総本舗 代表取締役社長

株式会社日本旅行 九州営業本部長

株式会社電通 元 東京本社人事局人事部
（チャレンジャーグレイ＆クリスマス株式会社 福岡支店 支店長）

信州大学 工学部 教授

流通科学部 教授

講 義 タ イ ト ル
オリエンテーション
外食産業（和食）のホスピタリティ
「感動を与え続ける梅の花」
外食産業（ファミリーレストラン）のホスピタリティ
「ホスピタリティって何だろう？～外食産業の場合～」
ホテル産業のホスピタリティ「ホテル業のホスピタリ
ティ経営～「ホテルオークラ」モデルの接客について～」
レジャー産業のホスピタリティ
「顧客満足度とマーケティング」
小売業のホスピタリティ
「百貨店におけるお客様満足の追求」
航空業のホスピタリティ
「お客様の感動を呼ぶ＋αのサービス」
行政のホスピタリティ
「アイランドシティと企業立地」
自動車産業のホスピタリティ
「切実に考え抜き、大胆に行動する」
日本旅館のホスピタリティ「旅館経営とまちづくり」
食品産業のホスピタリティ
旅行業のホスピタリティ
「ホスピタリティマインドからの旅行業将来への一考察」
広告宣伝業のホスピタリティ
「全てのキャリアは『コミュニケーション能力』から始まる」
ホスピタリティ原論
サービス型企業にかわるホスピタリティ型企業の創造
最終試験

開講日
９月２５日

１０月２日

１０月９日

１０月１６日

１０月２３日

１０月３０日

１１月６日

１１月１３日

１１月２７日

１２月４日
１２月１１日

１２月１８日

１月８日

１月１５日

１月２２日

担当者

小田 隆弘

城田 知子

青峰 正裕

藤田 守
松隈 紀生

吉田 弘子

橋本俊二郎

守田 則一

阿部志麿子

山藤 圭子

稲益 建夫

山藤 圭子
古賀 民穂

林 辰美

科 目 名
開講式
食べ物と健康（食品衛生学）

公衆栄養学

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（解剖生理学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（病理学）
食べ物と健康（調理学）
給食経営管理論

臨床栄養学

食べ物と健康（食品学）

臨床栄養学

基礎栄養学・応用栄養学

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（生化学）

社会・環境と健康（健康管理概論）
社会・環境と健康（公衆衛生学）
人体の構造と機能及び疾病の成り立ち（生化学）
食べ物と健康（食品加工学）

栄養教育論

時 間
１０：２０～
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０
９：００～１０：３０
１０：４５～１２：１５
１３：０５～１４：３５
１４：５０～１６：２０

月 日

９月１日�

９月１５日�

９月２９日�

１０月６日�

１１月１７日�

１２月１日�

１２月１５日�
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１９
年
度
「
流
通
科
学
総
合
講
義
�
（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
論
）」
講
義
日
程

11



『地下鉄七隈線沿線3大学�
合同シンポジウム』のお知らせ�

公開講座開催�

オープンキャンパス2007開催�

地下鉄七隈線沿線  3大学合同シンポジウム�

福岡歯科大学・福岡大学・中村学園大学�

［2部構成］  第1部：各大学講師による講演�

第2部：公開討論（聴衆からの質疑応答）�

「咀嚼と健康」福岡歯科大学：高橋裕教授�「心臓・血管病の予備軍としてのメタボリックシンドローム」福岡大学：松永彰准教授�

「食事と健康－メタボリックシンドローム予防の視点から－」中村学園大学：城田知子教授�

お問い合わせ・お申込み先◎中村学園大学学事課　TEL092-851-2531　FAX092-841-7762

テーマ◎メタボリックシンドロームをいかに克服するか�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を�

い
か
に
克
服
す
る
か
。�

お申込み方法◎電話、またはFAXにて住所・氏名・電話番号をお知らせ下さい［10月25日（木）まで］��

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、今
や
全
世
界
を�

覆
い
尽
く
そ
う
と
す
る
疫
病
だ
、と
怖
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

そ
れ
は
悪
玉
の
脂
肪
、つ
ま
り�

内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。�

��

と
こ
ろ
が
、日
本
人
は
内
臓
脂
肪
に
弱
い�

遺
伝
素
因
を
も
っ
て
い
ま
す
。�

自
分
の
健
康
を
守
る
主
役
は
、自
分
で
す
。�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の�

正
し
い
克
服
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

　中
村学
園の教

員によるちょこっとコラム

CELERY+CELERY+
セ ロ リ プ ラ ス�

福岡市地下鉄七隈線沿線の中村学園大学、福岡大学、福岡歯科大学の３
大学が連携し、市民の健康づくりに貢献することを目的とした合同シンポ
ジウムを開催いたします。３年目の今年は「メタボリックシンドロームを
いかに克服するか」をメインテーマとして、各大学の教育・研究の特色に
基づいた講演のほか、参加者からの質問・相談にお答えするQ&Aの時間
も多く設けています。
開催内容は、下記のとおりです。ふるってご参加ください。

日 時 平成19年11月3日� 13:00～
テーマ「メタボリックシンドロームを

いかに克服するか」
場 所 中村学園大学 西１号館１０階

大講義室
対 象 一般の方

１９８０年に渡米して、２２年間シカゴ
で暮らしました。渡米のきっかけ
は”教育”でした。高校の教員をし
ていた私は、「これまでうまく行っ
ていた日本の教育が、大変なことに
なって行く」と感じ、もっと本格的
に勉強したいと思ったのです。
行ってみてビックリ！こんなに荒
れた社会があったのか、と思いまし
た。学校現場では授業崩壊が進行し、
先生も生徒もそれが当たり前と感じ
ているようでした。これなら、日本
的な教育の方がうまくいくのではな
いか、と思いました。
ところが、そのうちにわかる（笑）。
社会の基礎的条件が「正反対」と言
うほど違い、したがって考え方の
根っこも大いに違うから、話がほと
んど通じません。「多層的な違いが
内側からくっきりとわかるようにな
ることが先決」と腹をくくって、２２
年があっという間にたちました。
５年前に日本の学校現場に戻り、
今度は日本で肝をつぶしました…
（笑）。かつてのアメリカに追いつ
いてしまった。いじめ、引きこもり、
家庭内暴力、育児放棄、自殺、殺人
…。やっぱり、大変な社会、大変な
家庭環境、大変な教育の現場になっ
ていました。
「日本の教育が何故うまくいかな
いのか」についての議論は多々あり
ますが、その本質を捉えることが先
決だと思います。犯人探しを乗り越
え、実際に頑張ってきた人たち、見
識のある人たちが、いろいろな角度
から熱く語り、交流し、補いあって
奥行きのある全体像を見ようとしな
ければ。いろいろな仮説や選択肢を
本気で検討し、大きな青写真を作ら
なければ。
日本人は自説が全面的に通らない
と「否定された」と感じがちですが、
「相手の側に身を置いて、相手を内
側から理解する努力」を繰り返すこ
とで、対話は成立し得るのです。日
本の若い人たちの対人関係のストレ
スは痛ましいほどですが、「違いを
前提としたコミュニケーション能力
をどう伸ばすか」ということが日本
の教育の抱える大きな課題ではない
でしょうか。
そんな中で、新しい人間関係のあ
り方を模索し続けている若い世代の
諸君、日本とアジアと世界をつなぐ
のはあなたたちです。一緒に工夫し、
切り拓いていきましょうね。

今年で３４回目となった公開講座が９月１５日、９
月２９日、１０月１３日の３回にわたって開催されまし
た。本年度は、「生活の知恵を育む」を統一テー
マとし、「メタボリックシンドロームの予防と改
善に向けて」、「豊かな暮らしと流通」「切れない
子どもを育てる」の３テーマを柱に計６講座を開
講。受講者には毎年参加いただいている方も多く、
今回も満足度の高い評価をいただきました。

８月４日�と１８日�の両日、大学および短期大
学部において、オープンキャンパスを開催いたし
ました。夏の猛暑にもかかわらず、２日間あわせ
て３，６８８名の受験生や保護者の方々にご来場いた
だきました。
オープンキャンパスでは、教員と直接話せる入
試相談コーナーをはじめ、模擬授業、在学生との
交流、クラブ・サークル紹介、推薦入試小論文講
座など、入試やキャンパスライ
フがよく分かるイベントが盛り
だくさん。なかでも、「入試対
策講座」や本学の講義を体験で
きる「模擬授業」の会場は、真
剣なまなざしで受講する受験生
で満席でした。
受験生からは「ぜひ中村に入
りたくなった！」「在校生から
の生の声が聞けてよかった！」
などの感想がよせられ、大好評
なイベントとなりました。

◎参加費無料
《お問い合わせ先》
中村学園大学 学事課
TEL ０９２－８５１－２５３１

第1部 講 演
1．咀嚼と健康
福岡歯科大学 教授
高橋 裕 先生
2．心臓・血管病の予備軍としての
メタボリックシンドローム

福岡大学 准教授 松永 彰 先生
3．食事と健康―メタボリックシンドローム予防の視点から―
中村学園大学 教授 城田知子 先生

第2部 公開討論
（聴衆からの質疑応答）

心のドアの向こうに ２
アメリカの現実、日本の現実
幼児保育学科 教授 相浦 眞一

Ｂコース ９月２９日�
●流通科学部・キャリア開発学科
テーマ

豊かな暮らしと流通

暮らしの中の英語
～イングリッシュティーを楽しみながら～
短期大学部キャリア開発学科 准教授 岩田京子

講 師 Ｔ．Ｈ．ケイトン
（英語教育）

会社法で暮らしはどう変わったのか？
流通科学部 講師 井上能孝（企業組織法）

Ｃコース １０月１３日�
●人間発達学部・幼児保育学科
テーマ

切れない子どもを育てる
いじめない・いじめられない子
を育てる「セカンドステップ」
ＮＰＯ法人日本こどものための委員会 理事 渡辺紀久子

（保護司、心理士、カウンセラー）

セカンドステップの実際
人間発達学部 教授 田中浩子（学校保健）

閉講式 大学側挨拶
公開講座委員長 山田啓一

Ａコース ９月１５日�
●栄養科学部・食物栄養学科
テーマ

メタボリックシンドロー
ムの予防と改善に向けて
開講式 大学側挨拶

学長 藤本 淳
栄養と運動からのアプローチについて

別府大学 准教授 森脇千夏（公衆栄養）

腰痛・肩こり体操とリラクゼーション
栄養科学部 准教授 今村裕行（運動生理学）
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EVENT　  NEWS
中村学園のホットな情報を�

お届けします。

&

指
導
主
任
研
修
会

９
月
１０
日
、
西
４
号
館
４
２
０
１
講
義

室
に
お
き
ま
し
て
、
平
成
１９
年
度
指
導
主

任
研
修
会
が
左
記
の
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

﹇
テ
ー
マ
﹈

「
青
年
期
の
今
日
的
課
題
―
社
会
性
と

臨
床
の
立
場
か
ら
」

﹇
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

１
、
開
会
の
挨
拶

栄
養
科
学
部

准
教
授

村
上

正
代

２
、
理
事
長
講
話

中
村
学
園
理
事
長

中
村

量
一

３
、
講
話
�

「
学
生
相
談
室
か
ら
み
た
学
生
の
心
の
あ

り
方
」

学
生
相
談
室
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

臨
床
心
理
士

金
城

志
麻

４
、
講
話
�

「
今
、
教
え
・
導
く
こ
と
」

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー

所
長

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

林
田

ス
マ

５
、
総
括

大
学
・
短
期
大
学
部

学
長藤

本

淳

﹇
内
容
﹈

理
事
長
講
話
で
は
急
逝
さ
れ
た
前
理
事

長
・
中
村
久
雄
先
生
の
足
跡
を
話
さ
れ
、

本
学
へ
の
深
い
思
い
が
伝
わ
る
内
容
で
し

た
。講

話
�
で
は
学
生
相
談
室
の
利
用
状
況

や
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
か
ら
本

学
学
生
の
状
況
を
分
析
し
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

講
話
�
で
は
若
者
に
対
し
て
、
人
と
し

て
ど
の
よ
う
に
接
し
導
く
か
、
自
ら
の
体

験
を
交
え
な
が
ら
、
更
に
は
、
男
女
共
生

の
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
熱
く
語
ら

れ
た
１
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
藤
本
学
長
の
総
括
で
、
研
修
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

９
月
１０
日
、
西
１
号
館
１０
階
大
講
義
室

に
お
き
ま
し
て
、
第
１４
回
教
育
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。「
Ｆ

Ｄ
推
進
の
た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
」
が

今
年
の
テ
ー
マ
。
藤
本
学
長
の
基
調
講
演

に
つ
づ
き
、
各
学
部
・
学
科
か
ら
の
提
言
、

総
合
討
論
と
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。会

次
第
は
以
下
の
通
り
で
す
。

テ
ー
マ
『
Ｆ
Ｄ
推
進
の
た
め
の
教
育
環
境

の
整
備
』

司
会

栄
養
科
学
部
教
務
委
員
長

津
田

博
子

１
、
開
会
の
挨
拶

学
長
補
佐
（
教
務
・
学
事
担
当
）

西
岡

弘
晃

２
、
基
調
講
演

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
時
代
に
お
け
る
高
等

教
育
機
関
の
質
保
証学

長

藤
本

淳

３
、
各
学
部
・
学
科
か
ら
の
提
言

１
）
栄
養
系
学
科
に
お
け
る
教
育
環
境

上
の
問
題
点
に
つ
い
て

短
期
大
学
部
食
物
栄
養
学
科

小
田

隆
弘

栄
養
科
学
部

矢
野

治
江

２
）
力
量
あ
る
教
員
養
成
の
取
り
組

み：

学
部
教
育
と
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携

人
間
発
達
学
部

笠
原

正
洋

３
）
新
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
Ｆ
Ｄ
推
進
の
留

意
点

流
通
科
学
部

徳
永

美
紀

４
）
幼
児
保
育
学
科
に
お
け
る
教
育
環

境
の
現
状
と
課
題

－

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の

具
現
化
を
め
ざ
し
た
教
育
環
境
整

備
（
期
待
と
要
望
）－

短
期
大
学
部
幼
児
保
育
学
科

吉
川

昌
子

５
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
高
度
化
に
向
け

た
学
科
の
取
組
と
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
い
て

短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科

清
水

誠

４
、
総
合
討
論

５
、
閉
会
の
挨
拶

合
同
教
務
委
員
長

藤
田

守

（
Ｆ
Ｄ
推
進
委
員
会
、教
務
委
員
会
共
催
）

平
成
１９
年
度
玉
竜
旗
高
校

剣
道
大
会

中
村
学
園
女
子
高
校
優
勝
！

７
月
２５
・
２６

日
、
福
岡
市
の

マ
リ
ン
メ
ッ
セ

福
岡
で
お
こ
な

わ
れ
た
玉
竜
旗

高
校
剣
道
大
会

に
お
い
て
、
中

村
学
園
女
子
高

校
剣
道
部
が
２

年
ぶ
り
２
度
目

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
２１

日
に
は
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

博
多
で
優
勝
祝
賀

会
を
開
催
。
保
護

者
・
学
園
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
各

界
か
ら
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
剣
道
部
の

偉
業
を
讃
え
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会

中
村
学
園
三
陽
高
校

ヨ
ッ
ト
部

３
連
覇
！

８
月
２０
日
、
佐
賀
県
で
お
こ
な
わ
れ
た

全
国
高
校
総
体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）セ
ー
リ

ン
グ
競
技
に
お
い
て
、
中
村
学
園
三
陽
高

校
ヨ
ッ
ト
部
が
大
会
史
上
初
の
男
子
Ｆ
Ｊ

級
デ
ュ
エ
ッ
ト
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

三
陽
高
校
の
出
場
３
艇
は
、
３
、
４
、

６
位
と
全
艇
が
入
賞
。
全
国
大
会
連
覇
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
打
ち
勝
ち
、
偉
業
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
１０
月
６
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
博
多
で
お
こ
な
わ
れ
た
優
勝
祝

賀
会
に
は
、
ヨ
ッ
ト
部
の
栄
誉
を
讃
え
よ

う
と
保
護
者
や
多
数
の
関
係
者
ら
が
集
ま

り
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
学
科
講
演
会

（
キ
ャ
リ
ア
形
成
演
習
Ⅰ
）

１０
月
１５
日
、
西
１
号
館
１０
階
大
講
義
室

に
お
い
て
、
短
期
大
学
部
キ
ャ
リ
ア
開
発

学
科
１
年
生
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア
開
発
学

科
講
演
会
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
演
習
�
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
講
師
に
、
本

学
科
の
卒
業
生
で
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
活
躍

中
の
山
本
華
世
氏
を
招
聘
。「
キ
ャ
リ
ア

開
発
学
科
で
い
か
に
学
ぶ
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ご

自
分
が
社
会

に
出
た
と
き
か
ら

の
お
話
を
、
公
式
、

非
公
式
な
も
の
を
、

ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ

え
な
が
ら
お
話
し

さ
れ
る
先
輩
の
講

話
に
、
学
生
た
ち

は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
自
分
自

身
の
価
値
観
や
判

断
力
を
身
に
つ
け

65
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教員の�
出版物�

受
託
研
究
・
研
究
助
成
等

採
択
状
況

内山文昭 教授

教
／
員
／
表
／
彰

る
こ
と
の
大
切
さ
、
大
学
時
代
に
な
に
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
る
か
、
そ
こ
か
ら
体

得
し
培
っ
て
い
く
価
値
観
が
い
か
に
重
要

に
な
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
就
職
活
動

が
本
格
化
す
る
前
の
１
年
生
に
と
っ
て
は
、

よ
い
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

会
場
は
と
き
ど
き
笑
い
声
も
お
こ
っ
て

な
ご
や
か
な
講
演
会
で
し
た
。

フ
ァ
ー
ジ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
と
リ
ー
ド
化
合
物
の
創
出

〈
研
究
者
〉
内
山

文
昭

教
授

（
薬
膳
科
学
研
究
所
長
）

交
付
団
体
／
Ｍ
ｅ
ｄ
ｐ
ｈ
ａ
ｇ
ｅ
�

交
付
金
額
／
１
０
、７
０
０
、０
０
０
円

福
岡
県
知
事
感
謝
状

林

辰
美

准
教
授

（
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
）

林
辰
美
准
教

授
（
短
期
大
学

部
食
物
栄
養
学

科
）
が
、
平
成

１９
年
９
月
１３
日
、

社
団
法
人
福
岡
県
栄
養
士
会
の
推
薦
を
受

け
、
福
岡
県
知
事
よ
り
感
謝
状
を
拝
受
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
栄
養
士

養
成
の
教
育
に
尽
力
し
て
き
た
も
の
に
与

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

俊
英
作
家
賞
（
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
）

古
賀
和
博

講
師

（
短
期
大
学
部

幼
児
保
育
学
科
）

東
京
都
美
術

館
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
第
５７
回

モ
ダ
ン
ア
ー
ト

展
」（
４
月
２３

日
〜
５
月
７
日
）デ
ザ
イ
ン
部
門（
立
体
）

に
古
賀
和
博
講
師
（
短
期
大
学
部
幼
児
保

育
学
科
）が
出
品
し
た
作
品「
風
の
抜
殻
」

が
入
選
し
、
こ
の
入
選
者
の
中
か
ら
選
抜

さ
れ
た
俊
英
作
家
と
し
て
「
モ
ダ
ン
ア
ー

ト
明
日
へ
の
展
望
２
０
０
７
」（
横
浜
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
９
月
１０
日
〜
１６
日
）
へ

招
待
を
受
け
ま
し
た
。
木
材
を
素
材
と
す

る
立
体
作
品
「F

lexible
G
ate'07

」
を
デ

ザ
イ
ン
部
門
へ
出
品
し
、
６５
名
の
俊
英
作

家
か
ら
３

名
選
ば
れ

る
�
俊
英

作
家
賞
�

を
受
賞
し

ま
し
た
。

社
団
法
人
福
岡
県
栄
養
士
会
会
長
彰

松
隈
美
紀

助
教

（
短
期
大
学
部

食
物
栄
養
学
科
）

松
隈
美
紀
助

教
（
短
期
大
学

部
食
物
栄
養
学

科
）
が
、
平
成

１９
年
福
岡
県
栄

養
士
会
・
第
３３
回
福
岡
県
栄
養
改
善
学
会

に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
本
会
の
発
展

と
国
民
栄
養
改
善
の
進
展
に
貢
献
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
社
団
法
人
福
岡
県
栄
養
士

会
会
長
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

博士前期課程２年生 村上 晴秋さん
平成１９年９月２８～２９日に、熊本市の尚絅
大学（九品寺キャンパス）で開催された�
日本栄養・食糧学会九州沖縄支部大会で、
博士前期課程２年生の村上晴秋さんが「茶
葉カテキンは脳内セロトニン放出を増加す
る」の研究発表を行い、高いレベルの発表
として優秀発表賞の栄誉に輝きました。勿
論、本学研究科の院生として初めての快挙です。学会の支部
長を務める佐賀大学の柳田晃良教授も、「国公立大学の大学
院生の受賞はあったが、私立大学大学院からの受賞は初め
て」と、研究のレベルの高さを讃えられていました。指導教
員である青峰正裕教授は「昼夜自分の研究を、分かりやすく
まとめてかつインパクトある研究成果として、発表すること
は研究者としての第一歩である。これを励みとしてこれから
の人生に生かして欲しい。」とのコメントを寄せられています。

博士後期課程２年生 宮城 一菜さん
平成１９年９月１０～１３日に、台湾台北市の International Con-
vention Center で開催された第１０回アジア栄養国際会議
（ACN２００７）で、博士後期課程２年生の宮城一菜さんが、
「シークワシャーのシネフリン：分析法の開発」で研究発表
を行いました。国外で開催される国際会議での大学院生の発
表は、本学第１号の博士号を授与された太田千穂助教が、博

士後期課程時代に国際学会ダイオキシン
２００５（カナダ、トロント市）、同２００６（ノ
ルウェー、オスロ市）で発表したものに続
くもの。当人は「国際会議がどのように行
われるか、初めての経験で緊張したが、や
り甲斐を感じた。後輩も続いて欲しい。」
との感想を寄せています。

大学の収容定員変更
（定員増）について
本学では、平成２０年４月から、
次のとおり大学の収容定員を変更
します。
●大学 流通科学部 流通科学科
入学定員 １９０名 → ２２０名
収容定員 ８００名 → ９２０名
●大学全体の収容定員
２，４６０名 → ２，５８０名

中村学園大学大学院（昼夜開講） 本学大学院（全研究科）
が教育訓練給付の
講座指定を受けました

教育訓練給付制度とは
厚生労働省が、労働者の自発
的な職業能力の開発及び向上の
取組みを支援し、その雇用の安
定及び就職の促進を図るための
雇用保険の給付制度の一つで、
授業料等の一定の割合に相当す
る額がハローワークから支給さ
れます。
受給対象
雇用保険の被保険者として雇
用された期間が３年以上ある方
（過去に給付制度を利用したこ
とがない方は１年以上）で、大
学院修士課程（博士前期課程）
に平成２０年４月に入学し、２年
間で修了した方。
給付金額
納付金（入学金、授業料）の

２０％。但し、上限１０万円。
受給方法
大学院修了日の翌日から１ヶ

月以内にハローワークに受給申請。

著者は、本学教員のみ記載
（ ）内は出版社、発行年月

◆「イラスト 栄養教育・
栄養指導論（第２版）」
城田知子共著

（短期大学部・食物栄養学科・教授）

林 辰美共著
（短期大学部・食物栄養学科・准教授）

内田和宏共著
（短期大学部・食物栄養学科・助教）

矢野治江共著
（大学・栄養科学部・教授）
（東京教学社／平成１９年１０月）

試験日

平成２０年２月２０日�

受験資格審査
平成２０年１月２３日�
入学試験
平成２０年２月２０日�

平成２０年２月２０日�

平成１９年１２月１５日�

平成２０年２月２０日�

受験資格審査
平成２０年１月２３日�
入学試験
平成２０年２月２０日�

平成２０年２月２０日�

平成１９年１２月１日�

平成２０年２月２１日�

平成２０年２月２１日�

問い合せ先：事務局学事課 TEL（０９２）８５１‐２５３１（代表）

出願期間
平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�

平成２０年１月７日�～
平成２０年１月１８日�

平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�
平成１９年１１月１９日�～
平成１９年１１月３０日�
平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�

平成２０年１月７日�～
平成２０年１月１８日�

平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�
平成１９年１１月８日�～
平成１９年１１月２１日�
平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�
平成２０年１月２３日�～
平成２０年２月７日�

入試の種類
試験入学選考
（第２次試験入学選考）

外国人留学生特別選考

試験入学選考
（後期試験入学選考）
試験入学選考
（第１次試験入学選考）
試験入学選考
（第２次試験入学選考）

外国人留学生特別選考

社会人特別入学選考
（第２次試験入学選考）
試験入学選考
（第１次試験入学選考）
試験入学選考
（第２次試験入学選考）
社会人特別入学選考
（第２次試験入学選考）

研究科

栄養科学研究科
（博士前期課程）

栄養科学研究科
（博士後期課程）

流通科学研究科
（修士課程）

人間発達学研究科
（修士課程）

平成２０年度入学試験 今後の実施日程
●流通科学研究科（修士課程）
●人間発達学研究科（修士課程）

●栄養科学研究科
（博士前期課程）（博士後期課程）

「Flexible Gate '07」

躍
進
す
る
大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
の
院
生
た
ち
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中村学園� 検 索 �

中村学園大学トップページ�

中村学園でクリック!

こんな情報を
発信しています

編
集
◎
中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
学
事
課

〒
８１４‐０１９８

福
岡
市
城
南
区
別
府
５‐７‐１

T
E
L．０９２‐８５１‐２５３１
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ー
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◎
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w
w
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行
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成
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年
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日

広報誌セロリの定期購読について
定期購読をご希望の場合は、購読料（２年分）として郵便小為替１，２００円分と、郵便番

号・住所・氏名・年齢・電話番号を書いた紙片を同封の上、学事課宛にお送りください。
なお、広報誌の発行は、年４回（４・７・１０・１月）となります。
［申込み先］
〒８１４－０１９８福岡市城南区別府５－７－１
中村学園大学 学事課「広報誌定期購読申込」係


